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ご
あ
い
さ
つ 

平
成
14
年
山
北
町
議
会
第
４
回
定
例

会
が
12
月
11
日
と
12
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
、
川
村
と
し
は
る
は
去

る
７
月
の
補
欠
選
挙
で
当
選
以
来
２
回
目

の
定
例
会
議
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

9
月
に
引
き
続
き
議
会
で
の
審
議
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
定
例
会
は
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
と
、
町
職
員
の

給
与
を
国
家
公
務
員
に
準
じ
減
額
す
る
条

例
お
よ
び
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
の
補

正
予
算
に
係
る
議
案
が
主
で
し
た
。
い
ず

れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報
告
さ
れ

ま
す
が
、
速
報
と
い
う
形
で
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た

だ
き
ま

す
よ
う

お
願
い

申
し
上

げ
ま
す
。 

と
し
は
る
通
信 

川村としはる 

第
4
回
定
例
会
を
開
催 

12
月
11
日
、
12
日
の
2
日
間
に
亘
り

平
成
14
年
度
山
北
町
第
4
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

定
例
会
の
主
な
議
案 

給
与
と
諸
手
当
の
改
定 

平
成
14
年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

改
定
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
等
に
準

じ
、
町
職
員
の
給
与
、
期
末
手
当
な
ど
の

改
定
議
案
が
提
案
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

期
末
手
当
（
民
間
会
社
で
い
う
賞
与
に

相
当
）
は
年
間
５
％
、
給
与
に
つ
い
て
は

平
均
２
．
０
３
％
減
額
さ
れ
ま
す
。
期
末

手
当
と
4
月
か
ら
12
月
ま
で
の
給
与
は

3
月
の
期
末
手
当
で
調
整
さ
れ
、
新
給
与

は
15
年
1
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

6
月
、
12
月
、
3
月
と
３
回
支
給
さ
れ

て
い
た
期
末
手
当
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

は
6
月
と
12
月
の
２
回
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
給
与
改
定
に
よ
り
平
成
14
年
度

は
約
二
千
八
百
万
円
の
節
約
と
な
り
ま
す
。 
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補
正
予
算
（
平
成
14
年
度
） 

一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
医
療
な
ど
７
特
別
会
計
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
で
は
、
ぶ
な
の
湯
の
使

用
料
増
、
県
補
助
金
の
増
、
町
有
地
売
却

な
ど
の
財
産
収
入
の
増
に
よ
り
一
八
〇
五

万
五
千
円
の
追
加
と
な
り
、
補
正
後
予
算

は
五
五
億
六
一
五
六
万
一
千
円
と
な
り
ま

し
た
。 

特
別
会
計
で
は
国
民
健
康
保
険
が
、
退

職
被
保
険
者
等
高
額
医
療
費
の
増
に
よ
り

四
七
三
万
円
の
追
加
で
一
二
億
二
四
二
八

万
円
に
、
老
人
保
健
医
療
が
医
療
給
付
費

の
増
に
よ
り
一
億
一
一
六
二
万
円
の
追
加

で
一
四
億
七
九
五
六
万
円
、
介
護
保
険
事

業
で
は
介
護
報
酬
見
直
し
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
改
修
な
ど
の
た
め
に
七
七
四
万
円
の
追

加
で
六
億
二
三
七
四
万
円
と
な
り
、
他
の

４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
議
案
と
合
わ
せ

て
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

安
全
で
安
心
な 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り 

条
例
の
制
定 

犯
罪
、
交
通
事
故
等
の
未
然
防
止
に
よ

り
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ

い
生
活
環
境
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
、
承

認
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い
て
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
条
例
に
は
町
の
責
務
、
町
民
等
の

責
務
、
事
業
者
の
責
務
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。 

町
は
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
施
策
を
計
画

し
実
施
す
る
。
町
民
、
事
業
者
、
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
自
主
的
な
安
全
活
動

に
対
し
指
導
、
助
言
、
協
力
お
よ
び
支
援

を
行
う
。
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
警

察
、
消
防
署
等
と
密
接
な
連
携
を
図
る
。

防
犯
、
交
通
上
の
危
険
個
所
の
点
検
や
、

改
善
措
置
等
の
推
進
、
町
民
の
自
主
防
災

意
識
の
高
揚
と
交
通
道
徳
の
普
及
高
揚
を

図
る
た
め
、
交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊

を
設
置
す
る
。 

町
民
は
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
自
主
防
犯
意
識
の
高



平成１４年１２月１６日（月）    と し は る 通 信              No.２（２） 

揚
、
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
意
識
を
高

め
犯
罪
や
交
通
事
故
防
止
に
関
し
、
自
主

的
に
地
域
安
全
活
動
を
推
進
す
る
と
共
に

町
や
行
政
機
関
の
施
策
に
協
力
す
る
。 

事
業
者
は
従
業
員
、
買
い
物
客
、
周
辺

住
民
等
の
た
め
、
自
己
の
管
理
す
る
施
設

に
関
し
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

の
実
現
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。 

ま
た
、
防
犯
環
境
の
整
備
に
関
し
て
、

町
は
安
全
、
防
犯
お
よ
び
防
災
の
観
点
か

ら
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。
深
夜
に
業
務

を
行
う
事
業
者
は
犯
罪
被
害
の
防
止
と
従

業
員
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。 

交
通
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
町
は

違
法
広
告
物
、
放
置
自
転
車
等
交
通
上
障

害
と
な
る
も
の
の
撤
去
に
努
め
る
。 

公
共
の
場
所
の
環
境
保
持
に
関
し
て
は
、

町
民
は
公
共
の
場
所
に
吸
殻
、
空
き
缶
な

ど
を
投
棄
し
た
り
、
落
書
き
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
犯
罪
、
交
通
事
故
等
の
未
然
防

止
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
の
啓
蒙
、
啓
発
運
動

を
行
う
目
的
で
、
現
在
の
交
通
指
導
隊
に

加
え
、
防
犯
指
導
隊
を
設
置
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
く
設
置
さ
れ
る
防

犯
指
導
隊
は
15
名
で
構
成
さ
れ
、
安
全
で

安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
条
例
は
平
成
15
年
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

 

11
月
11
日
第
6
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
（
仮
称
）
山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関

す
る
議
案
が
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
内
容
に
つ
い
て

は
12
月
1
日
発
行
の
広
報
や
ま
き
た
に

詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

契
約
金
額
は
一
〇
億
七
九
四
〇
万
円
で

施
工
業
者
は
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
、

建
築
物
の
ほ
か
、
電
気
、
空
調
、
衛
生
、

昇
降
機
の
各
設
備
お
よ
び
公
用
車
8
台

分
の
車
庫
と
40
台
分
の
一
般
駐
車
場
工

事
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

建
設
財
源
は
国
の
補
助
金
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
の
補
助
金
も
含

め
九
〇
〇
〇
万
円
、
県
補
助
金
二
七
四
〇

万
円
（
何
れ
も
限
度
額
）、
建
設
基
金
六
億

円
、起
債
約
五
億
円
か
ら
充
当
さ
れ
ま
す
。 

完
成
後
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
い
き
が
い
事
業
団
、
町
民
福

祉
課
健
康
推
進
班
の
入
居
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

平
成
14･

15
年
度
継
続
事
業
で
平
成

16
年
4
月
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

建
設
工
事
契
約 

第
6
回
臨
時
会
で
承
認 

山
北
町
議
会
は
10
月
16
日
か
ら
18

日
に
か
け
て
行
政
視
察
を
行
な
い
ま
し
た

の
で
、結
果
を
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

鳥
取
県
の
中
央
部
一
市
八
町
一
村
で
構

成
し
、
し
尿
処
理
、
ゴ
ミ
処
理
、
広
域
消

防
、
火
葬
場
業
務
な
ど
の
共
同
処
理
を
行

っ
て
い
た
一
部
事
務
組
合
か
ら
、
税
の
滞

納
処
理
、
固
定
資
産
評
価
委
員
会
事
務
、

介
護
認
定
事
務
を
加
え
、
更
に
全
国
初
の

県
か
ら
火
薬
類
、液
化
石
油
ガ
ス
の
許
可
、

届
出
に
関
す
る
権
限
の
譲
渡
を
受
け
、
平

成
十
年
四
月
か
ら
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
連

合
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
。 

広
域
行
政
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら

れ
た
の
が
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
委
譲
、

各
構
成
団
体
（
市
町
村
）
か
ら
の
独
立
事

業
、
事
務
の
合
理
化
、
連
合
長
・
議
員
の

直
接
選
挙
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
自
主
財

源
が
な
く
、
各
構
成
団
体
か
ら
の
財
源
に

り
組
む
組
織
に
な
ら
な
い
、
直
接
選
挙
は

事
実
上
不
可
能
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は

広
域
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
と
い
う
現
状

の
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
合
併
に
つ
い

県
外
の
広
域
行
政
を
視
察 

依
存
し
て
い
る
た
め
、
新
し
い
事
業
に
取

て
は
海
岸
線
に
近 

全
国
で
初
め
て
島
根
県
の
安
来
市
と
能

数
は
平

と
運
営
費

安
来
能
義
広
域
行
政
組
合

広
域
路
線
バ
ス
を
運
行

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合 

い
三
町
は
人
口
も
増
加
し
て
お
り
合
併
を

推
進
し
て
お
り
、
他
の
五
市
町
村
も
合
併

協
議
会
を
設
立
し
た
が
、
二
町
村
は
進
ん

で
お
ら
ず
、一
本
化
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

義
郡
二
町
が
平
成
13
年
４
月
か
ら
一
部

事
務
組
合
方
式
で
路
線
バ
ス
の
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
路
線
バ
ス
の
廃
止

に
伴
う
措
置
で
、
赤
字
路
線
対
策
の
試
金

石
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

15
路
線
29
系
統
で
走
ら
せ
、
便

日
１
５
３
便
。
住
宅
団
地
と
商
店
街
を
結

ぶ
買
い
物
バ
ス
や
、
観
光
用
の
バ
ス
も
あ

り
ま
す
。
料
金
は
一
律
２
０
０
円
で
、
小

学
生
と
75
歳
以
上
は
半
額
と
し
て
い
ま

す
。
運
転
手
の
雇
用
な
ど
運
転
業
務
は
民

間
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

事
業
費
は
運
転
業
務
委
託
費

を
合
わ
せ
二
億
八
千
万
円
。
運
行
初
年
度

収
入
は
七
千
万
円
、
赤
字
分
は
国
や
県
、

三
市
町
村
が
補
填
し
て
い
ま
す
。 

 
 


